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≪年主題≫　共にあゆむ　　　　　≪月主題≫　気持ちよく　　○

≪月目標≫・友達や保育者と思いを合わせて祈る　　　　　　　　　。

・土、砂、水に存分に触れて、心も体も解き放って遊ぶ　て＝＞〇

・体を洗ったり、着替えたり、日陰で休んだりすることを心地よく感じる

▼基質一審，寵、∴欝・寄　お泊り保育を通して　一様1一・観一一、尋暮鋳

ゆりのお泊り保育の前に、ゆりさんはクラスでの生活を中心に行い、ゆりさんでお泊り

にいく準備やお泊りを楽しみに出来るように過ごしました。さくらさん“ばらさんは、グ

ループでの生活を変えずに過ごしました。その中で、ゆりさんだけで給食やおやつを食べ

ているのを見ていたさくら〃ばらの子ども達。ゆりの子ども達は、いつも一緒に過ごして

しているさくら〃ばらがいないことで、食事が終わるとお相手のお手伝いに来てくれまし

た。また、ばらさんは、ゆりさんが一緒に過ごしていないことで、テーブルふきをはりき

ってしたり、お相手のさくらさんのお手伝いをしようとする姿が見られました。お泊り保

育前日は、ゆりさんの代わりにお手伝いをしてねとお願いをして出かけました。ばらのお

友達は、ゆりさんの代わりに、たくさんお手伝いをして頑張っていました。

さくら・・・ゆりさんがお泊りから帰ってくると、「ユリサン　カエツテキタ」と嬉しそうな声を出し

ていました。ゆりさんが食事をしていると、部屋をのぞきこんでいるさくらさんもいました。少

しの間、生活を別にし、お泊り保育で一緒に過ごさない日があったことで、ゆりさんの存在が大

きいことを感じてくれたことに嬉しく思いました。

ばら・・・お泊り保育の問ゆりさんの代わりにベット運びやテーブルふきをしたことで、お手伝いが

楽しくなってきたばらの子ども達。ゆりさんが帰って来てからも、テーブルふきを楽しみ、丁寧

にテーブルをふくことを楽しんでいました。また、ゆりさんの代わりにお手伝いが出来たことで

自信につながり、お泊り後もさくらさんのお手伝いをはりきっていました。

ゆり・・・子ども達が楽しみにしていた八滴のお泊り保育がありました。お泊りの遇には、早くお泊

り保育に行きたという気持ちのお友達と、少しずつお泊りが近づくにつれて緊張しているお友達

がいました。しかし、お泊り前日は緊張しながらも楽しみにかわり、お泊り保育の当日を迎えま

した。さくらさん・ばらさんに「イッテキマース」と元気よく声をかけて、園を出発しました。

八滴に着くと、山登りをし、魔女さんからの手紙を見つけたり、さくらさん〃ばらさんのプレゼ

ントを作り、お風呂に入りました。夜には、みんなで作ったキャンドル台に火を灯し、キャンド

ルサービスを楽しみました。夜になり、喪る準備をしていると、「ココデ　ネルノ」と、家に帰ら

ずお泊りすることを実感したお友達もいました。今年の八頭のお泊り保育、気候もよく、過ごし

やすく、夜もぐっすり眠るお友達が多かったです。朝になるとお家の人と離れてお友達とお泊り

出来たことで、自信がついた表情をしていた子ども達もたくさんいました。
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